
陸上貨物取扱業におけるその他の仮設物、建築物、構築物等を起因物とする死傷災害発生事例（2017

年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1 7～8
バースに車両後部をつけ、車両後部のゲートを荷降しの為下げていた際、先に地面

に降りたところ、地面の溝に右足が挟まり転倒し、右足首を負傷した。
52

100

～

299

2 15~16

トラックより降ろされたかご車の中から荷物を探す作業中、荷降し場（高さ1m）

の端に来ていることに気付かず足を踏み外し、約1m下のスペースに転落し負傷し

た。

29

300

～

499

4 3～4
駐車場にて、折りたたみコンテナ入りのからカゴを回収している際に、駐車場の溝

にカゴのタイヤが挟まり、カゴを転倒させてしまい、カゴが足の上に落下した。
50

10

～

29

5 8～9

カゴ台車にて納品をする際、マンホールにタイヤが挟まり、カートが倒れてしまっ

た。 それを支えようと右手を差し出したため、右腕がカートの下敷きとなってし

まい、右肘と右手首を負傷した。

51

100

～

299

5
17～

18

プラットホーム（荷降し場）から降りる際、踏み台の端に足を掛けたためにバラン

スを崩して転落し、右手を地面についたため衝撃で右手首を骨折した。
58

30

～

49

7
22～

23

退勤後に駐輪場へ向かう際、足元の不注意により、ホームから足を踏み外し、ホー

ム下へ落下し負傷した。
37

50

～

99

物流センター内で、2段積みの棚の2段目（地上約180㎝）に登り、2段目に載せて



11
15～

16

いるダンボールケースを下ろそうとしていた。 ダンボールケースを下ろし終え、

降りようとした際、足場にした1段目（約100㎝）のパレットの積み荷が軽く棚の

中でスライドしたため、バランスを崩して仰向けで落下し、床に背中を強打して肋

骨を骨折したものである。

44

10

～

29

12 0~1

特別運行便の積み込み業務を行う際、車輌がホームから15㎝程離れて着車されて

いたが、そのまま業務を継続した。 荷台からホームに出ようと振り向いて踏み出

した際に、右足を踏み外し荷台後部とホームの隙間に右足根元までずり落ち負傷し

たものである。

39

50

～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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